
第５号

ふ
る
さ
と
を
こ
よ
な
く

愛
す
る
様
々
な
活
動

淀
江
の
大
自
然
が
育
ん
だ

吹
野
少
年
の
原
点

Imazu-tanakaya  kawaraban

　

淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
が
あ
る
淀
江
町
が
輩
出
し
た
企
業
家 

吹
野
博
志
さ
ん
は
、
デ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

の

日
本
法
人
の
元
会
長
・
ア
メ
リ
カ
法
人
の
副
社
長 

な
ど
を
歴
任
、
そ
の
他
様
々
な
企
業
の
経
営
に
も
携
わ
り
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
か
た
わ
ら
、
多
摩
大
学
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
、
一
橋

大
学
非
常
勤
講
師
を
務
め
、
後
進
の
指
導
に
も
情
熱
を
傾
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
デ
ル
入
社
前
は
通
算
１
３
年

に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
駐
在
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
ア
ジ
ア
諸
国
、
中
南
米
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
も

経
験
豊
富
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

　

1
9
4
2
年
に
淀
江
町
で
生
ま
れ
、

3
歳
半
で
終
戦
を
迎
え
た
吹
野
少
年

は
、
小
学
校
に
入
る
と
学
校
の
仲
間
と

遊
ぶ
こ
と
に
夢
中
に
な
り
ま
す
。
基
本

的
に
は
野
外
で
歩
い
て
1
時
間
く
ら
い

で
行
け
る
海
、
山
、
川
、
田
ん
ぼ
が
遊

び
の
舞
台
で
し
た
。
大
自
然
の
恵
み
、

大
山
の
伏
流
水
、
川
、
海
、
空
気
を
１

０
０
％
い
た
だ
い
て
育
っ
て
き
た
昭
和

2
0
年
代
の
経
験
が
吹
野
さ
ん
に
と
っ

て
の
原
点
で
す
。

　

そ
の
経
験
を
基
に
、幸
せ
と
は
何
か
、

理
想
郷
と
は
何
か
を
考
え
、「
大
山
・

出
雲
ｅ‐

共
和
国 

二
千
年
の
歴
史
と
最

先
端
技
術
の
調
和 

世
界
最
高
水
準
の

理
想
郷
へ
」
と
い
う
本
を
鳥
取
県
西
部

在
住
の
2
名
の
方
と
共
同
で
、
令
和
5

年
5
月
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
集
権
律
令
国
家
成
立
前
の
弥
生

時
代
を
理
想
と
し
自
然
と
共
生
す
る
理

想
社
会
を
大
山
・
出
雲
地
域
に
作
る
こ

と
を
目
指
す
構
想
で
、
現
代
社
会
の
利

便
性
や
医
療
技
術
、
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
（
1
0
0
%
再
生
可
能
）、

I
C
T
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
A
I
技

術
な
ど
の
革
新
技
術
も
生
か
し
、「
遊
、

医
、
食
、
住
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）」
を
基

本
要
素
と
し
た
世
界
の
理
想
郷
を
創
る

取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

吹
野
さ
ん
の
寄
付
金
を
基
に
平
成

1
3
年
設
立
さ
れ
た
「
淀
江
町
青
少
年

ゆ
め
基
金
」
で
は
、
淀
江
町
出
身
の
若

者
を
対
象
に
、
自
ら
の
夢
を
実
現
す
る

た
め
に
海
外
に
羽
ば
た
く
留
学
の
学

費
、
渡
航
費
な
ど
の
支
援
が
行
わ
れ
、

ま
た
青
少
年
が
夢
を
描
き
、
実
現
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
啓
発
の
一

環
と
し
て
毎
年
「
ゆ
め
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
圏
在
住
の
鳥
取
県
西
部

出
身
者
の
名
だ
た
る
方
々
を
会
員
と

し
、
故
郷
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
「
ク
ラ

ブ
・
セ
ブ
ン
テ
ィ
」
の
共
同
代
表
、
淀

江
の
歴
史
と
自
然
の
魅
力
を
「
古
代
淀

江
ロ
マ
ン
遺
跡
回
廊
」
と
し
て
一
体
の

も
の
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
保
存
・
活

用
に
取
り
組
み
、
次
世
代
へ
伝
え
て
い

く
活
動
を
さ
れ
て
い
る
「
古
代
淀
江
ロ

マ
ン
遺
跡
回
廊
」
推
進
会
議
の
共
同
代

表
も
務
め
る
な
ど
、
故
郷
の
先
を
見
据

え
た
発
展
に
寄
与
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。

2023.08発行

瓦版

淀
江
出
身
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
紳
士

2
面
に
続
く

　

事
務
所
は
幸
い
な
こ
と
に
電
気
が
つ
い
て
お
り
、
停
電
し
た
形

跡
は
無
か
っ
た
。
翌
日
の
昼
頃
に
は
自
宅
の
電
気
も
つ
き
、
洋
子

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
早
く
に
復
旧
し
た
が
、
あ
ち
こ
ち
の
電
線
が

切
れ
、
周
辺
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
お
店
で
は
、
1
週
間
以
上
停
電
が

続
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
ウ
ォ
リ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
も
電
気
ポ
ン
プ
で
水
を
吸
い
上
げ
て
い
る
た
め
、
断
水
し
た
ま

ま
で
、
日
々
の
生
活
に
と
て
も
苦
労
し
て
い
た
。
そ
ん
な
彼
女
の

提
案
に
よ
り
、
T
w
i
t
t
e
r
で
事
務
所
の
開
放
を
何
度
か
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

い

ま

づ

た

な

か

や

よ
ど
え
の
や
ど
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※瓦版は淀江の宿今津田中家でも配布しております。またSNSなどでも瓦版情報を随時提供しますので、SNS（4面参照）もご登録ください。

淀江の宿今津田中家
会員募集

年会費
2,000 円

���������� 会
員
特
典

●

●

●
※11月以降 当宿にてお渡し

（飲食・カフェスペースレンタル・宿泊・イベント参加）
毎月１回 各種割引券

お
申
込
み

フ
ォ
ー
ム

お米1升 (約1.5kg)プレゼント(きぬむすめor もち米)

毎月 1回 瓦版など印刷物の郵送

吹
野
さ
ん
と
の

思
い
が
け
な
い
出
会
い

吹
野
さ
ん
と
の
出
会
い
か
ら

繋
が
る
淀
江
の
未
来

　
吹
野
博
志
さ
ん
と
淀
江
の
宿
今
津
田

中
家
の
オ
ー
ナ
ー 

田
中
洋
子
の
出
会
い

は
、
2
0
2
2
年
6
月
7
日
。

　

イ
ン
タ
ホ
ー
ン
が
鳴
り
、
洋
子
が
玄

関
に
出
る
と
、
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
紳
士
が

お
二
人
、
に
こ
や
か
に
立
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
も
う
お
一
人
は
、
米
子
日
吉

津
商
工
会
の
元
会
長
で
淀
江
在
住
の
経

営
者 

足
立
英
市
さ
ん
で
し
た
。

　
「
東
京
か
ら
来
て
、
大
山
町
で
の
用
事

を
終
え
て
、
淀
江
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が

あ
る
と
聞
い
て
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
も

し
よ
か
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
宿
の
中
を

見
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

　

お
二
人
が
次
の
予
定
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
短
い
時
間
で
し
た
が
、「
古
代

淀
江
ロ
マ
ン
遺
跡
回
廊
」
推
進
会
議
の

活
動
の
お
話
な
ど
を
お
聞
き
し
、
私
も

宿
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー

な
ど
を
お
話
し
し
な
が
ら
宿
の
中
を
ご

案
内
し
、
2
0
2
2
年
4
月
1
5
日
に

設
立
し
た 

B
i
s
u
i 

D
a
i
s
e
n 

が
5
月
末
に
実
施
し
た
外
国
人
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ま
と
め
た
資
料
を
お
渡
し
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
F
a
c
e
b
o
o
k

の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
や
メ
ー
ル
な
ど
で

や
り
取
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
1
0
月
、
吹
野
さ
ん
と
、

B
i
s
u
i 

D
a
i
s
e
n
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
、
e
バ
イ
ク
（
電
動
自
転
車
）

で
、
淀
江
周
辺
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し

ま
し
た
。
上
淀
廃
寺
な
ど
の
古
代
か

ら
の
史
跡
、
稲
穂
で
黄
金
色
に
染
ま
る

田
ん
ぼ
、
天
の
真
名
井
（
湧
水
）、
山

頂
に
茶
畑
の
広
が
る
壺
瓶
山
、
参
道
に

踏
切
の
通
る
日
吉
神
社
、
吹
野
さ
ん
が

小
学
生
の
頃
に
住
ま
れ
て
い
た
場
所
と

そ
こ
か
ら
学
校
に
通
わ
れ
て
い
た
線
路

伝
い
・
・
・
。
あ
ち
こ
ち
で
吹
野
少
年

の
原
点
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
サ

イ
ク
リ
ン
グ
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
吹
野
さ
ん
が
こ
ち
ら
に

来
ら
れ
た
時
に
何
度
か
泊
ま
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
度

に
地
域
の
方
も
一
緒
に
夕
食
を
食
べ
、

淀
江
の
未
来
に
つ
い
て
熱
く
語
り

合
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
の
元
審
議
官
の
方
や
大

学
時
代
の
同
級
生
の
方
な
ど
別
の
方
も

連
れ
て
来
て
く
だ
さ
っ
て
一
緒
に
泊

ま
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
一
緒
に
南
部

町
の
生
物
多
様
性
の
視
察
に
出
か
け
た

り
、
植
田
正
治
写
真
美
術
館
に
一
緒
に

行
っ
て
植
田
正
治
さ
ん
の
息
子
さ
ん
に

ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
り
、
東
京
の
ク

ラ
ブ
・
セ
ブ
ン
テ
ィ
で
私
た
ち
の
活
動

の
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た

だ
い
た
り
、
東
京
で
国
や
財
団
の
方
も

交
え
て
一
緒
に
淀
江
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
形
で
い
つ
も

謙
虚
で
素
敵
な
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
吹
野
さ

ん
と
接
し
て
、
淀
江
の
価
値
を
考
え
、

未
来
の
た
め
に
私
た
ち
が
こ
こ
で
こ
れ

か
ら
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
・
・
・

を
考
え
る
機
会
を
た
く
さ
ん
与
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

一般社団法人 Bisui Daisen
����������������� � ������ 
	���

「美水大山地域（鳥取県米子市淀江町・西伯郡大山町、及びその周辺地域 ） 」をユニー
ク（唯一無二）な 体験型・交流型のニューツーリズムの場 と位置付け、訪れてみ
たくなる、定期的に帰りたくなる、暮らしたくなる、魅力的な場を参画者一人ひと
りの強みや持ち分を活かした連携 で共創していく

Bisui Daisen のミッション

如水会館の菊の間にて「文化交流」など
について意見交換

当宿で淀江の未来を語り合う

右から足立さん・吹野さんと Bisui Daisen のメンバーとサイクリング

2022 年 4 月 15 日設立。非営利型の一般社団法人。
代表理事：レジリエンス 大原 徹 氏（HiddenWest）
専務理事：株式会社ウォリス 田中 洋子（淀江の宿 今津田中家）
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日替わり店長カフェ紹介

 11 時～ 17 時まで、地元野菜たっぷりのキーマカレーや
スープ・自家製黒豆のおからサラダ、自家製黒豆や梅の
スイーツ&ドリンク、珈琲・ラテなどを提供します。

数量限定 数量限定すまいるびとsanin 淀江の宿今津田中家

��������

��
	�������

��
	�������

すまいるびとsaninのランチは「おむすびとみそ汁」。田
中家さんのはでかけ米に、すまいるびとsanin仕込みのお
味噌など、素材にこだわって、心を込めてお作りします。
ぜひご賞味ください。
カフェメニューは、オリジナル野草茶&甘酒ボウル とよもぎパ
ウンドケーキ。夏の免疫力アップ、ドリンクメニューとして梅
酵素ジュース、バーモンド酢ジュースも初登場！
　8/9(水 )11時～15時はランチ&カフェ、8/20(日 )14時～
17時はカフェのみの営業です。

¥1,000
¥1,000
¥1,000
¥500

● おにぎり＆お味噌汁セット
● 甘酒ボウル＆野草茶セット
● よもぎパウンドケーキ＆野草茶セット
● ドリンクメニューはいずれも 

● キーマカレー・スープセット
● ラテ（ＨＯＴ・ＩＣＥ）
● 黒豆スイーツ（アイスクリーム・豆花等）
● 梅ドリンク

ハ
ン
ガ
リ
ー
料
理
O
T
T
O
の

フ
ル
コ
ー
ス
を
堪
能
！

11:00 - 17:00 14:00 - 17:00

11:00 - 15:00 18:00 - 21:008/27(日)

8/20(日)

(水)

8/5

8/9

(土)

￥1,100
￥550
￥330～
￥440 ～

「淀江の宿 今津田中家」の宿で提供している地元食材を使っ
た朝食・江戸時代の朝食作り体験・BBQ は 4 名以上でご予
約を承ります（7 時～ 21 時）。詳細は WEB サイト等でご
確認ください。

※自家菜園で採れたものと淀江漁港で獲れたものを使ったランチ
￥1,100淀江の宿今津田中家 自家製ランチ● 

　
7
月
6
日(
木) 

の
日
替
わ
り
店
長

カ
フ
ェ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
料
理

O
T
T
O
の
フ
ル
コ
ー
ス
ラ
ン
チ
で
し

た
。
　
「
食
べ
て
み
て
ご
し
な
い
（
く
だ
さ

い
）
！
」
と
笑
顔
で
流
ち
ょ
う
な
倉
吉

弁
を
話
す
店
主
O
T
T
O
く
ん
は
、
大

学
入
学
を
機
に
鳥
取
県
に
移
住
。
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
住
ん
で
い
た
と
き
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
ご
近
所
さ
ん
が
鳥
取
県
中
部

に
あ
る
三
朝
町
の
方
で
、
日
本
や
鳥
取

の
話
を
聞
い
て
、
短
期
大
学
が
あ
る
倉

吉
へ
の
移
住
を
決
め
た
そ
う
で
す
。
日

本
語
は
独
学
で
勉
強
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
漢
字
交
じ
り
の
日
本
語
の
文
字
の

や
り
取
り
が
普
通
に
で
き
、
ま
た
決
算

申
告
な
ど
も
ご
自
身
で
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
猛
者
で
す
。

　
O
T
T
O
く
ん
の
お
母
さ
ん
シ
ャ
チ

さ
ん
特
製
の
「
グ
ヤ
ー
シ
ュ
」
は
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
発
祥
の
定
番
家
庭
料
理
で
、

「
グ
ヤ
ー
シ
ュ
（
牛
飼
い
）」
と
い
う
通

り
、
牛
飼
い
が
外
で
農
作
業
を
し
な
が

ら
作
っ
て
い
た
お
肉
の
煮
込
み
ス
ー
プ

で
、
鳥
取
の
猪
と
鹿
を
じ
っ
く
り
煮
込

ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
た
っ
ぷ
り
で
柔
ら
か
い
鴨
の
ス
テ
ー

キ
、
パ
ラ
チ
ン
タ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
風
ク

レ
ー
プ
）
な
ど
、
皆
さ
ん
に
と
て
も
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
回
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
料
理
O
T
T
O

の
日
替
わ
り
店
長
カ
フ
ェ
は
、
1
2
月

頃
の
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※いずれのメニューにもドライ野草の足浴体験付き♡

予
約
制

イブニング �����
��� ����

ランチ　ティー ティータイム

ランチ　ティー

日替わり店長カフェスケジュール８月の
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今津田中家
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ウ
ォ
リ
ス 

代
表
取
締
役
。
淀
江
町
今

津
に
あ
る
実
家
を
多
く
の
人
の
手
を
借

り
て
リ
ノ
ベ
し
て
U
タ
ー
ン
し
、
宿
と

し
て
活
用
。

関
西
で
災
害
が
相
次
い
で
発
生
！

「淀江プロジェクト」とは、今津田中家という一軒の古民家を巡る物語である。
「淀江プロジェクト」物語 [ 第四話 ]連載

作
者
：
田
中 

洋
子

停
電
に
な
る
と
水
も
出
な
い
！

こ
の
経
験
が
洋
子
の
意
識
を
変
え
た
！
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「
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
物
語

[

第
四
話]
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お店のポイントが貯まる！
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第
五
話
に
続
く 

ー
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事
務
所
は
幸
い
な
こ
と
に
電
気
が
つ
い
て
お
り
、
停
電
し
た
形

跡
は
無
か
っ
た
。
翌
日
の
昼
頃
に
は
自
宅
の
電
気
も
つ
き
、
洋
子

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
早
く
に
復
旧
し
た
が
、
あ
ち
こ
ち
の
電
線
が

切
れ
、
周
辺
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
お
店
で
は
、
1
週
間
以
上
停
電
が

続
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
ウ
ォ
リ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
も
電
気
ポ
ン
プ
で
水
を
吸
い
上
げ
て
い
る
た
め
、
断
水
し
た
ま

ま
で
、
日
々
の
生
活
に
と
て
も
苦
労
し
て
い
た
。
そ
ん
な
彼
女
の

提
案
に
よ
り
、
T
w
i
t
t
e
r
で
事
務
所
の
開
放
を
何
度
か
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
都
会
だ
と
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
と
き
に
、
本
当
に
大
変
だ

な
ぁ
。
お
店
が
停
電
し
て
休
業
し
て
い
る
と
、
食
べ
物
も
買
え
な
い
。」

　

淀
江
の
実
家
も
停
電
し
た
ら
大
変
だ
が
海
も
山
も
近
く
、
田
畑

も
あ
っ
て
、
食
べ
物
に
は
多
分
困
ら
な
い
、
薪
で
お
風
呂
は
焚
け

る
、
ご
飯
も
作
れ
る
。
井
戸
水
も
手
動
ポ
ン
プ
に
す
れ
ば
汲
み
上

げ
ら
れ
る
し
、
海
や
川
か
ら
水
も
す
ぐ
に
汲
ん
で
く
る
こ
と
が
で

き
る
。
テ
ン
ト
を
張
る
場
所
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
公
共
交
通
手
段

が
止
ま
っ
て
も
生
活
は
で
き
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
大
き
な
災
害
が
起
き
た
と
き
大
阪
で
何
か
あ
っ

た
と
き
の
避
難
場
所
と
し
て
、
も
し
か
し
た
ら
淀
江
が
有
効
活
用

で
き
る
か
も
。
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

相
続
税
手
続
き
が
終
わ
る
少
し
前
の 

2
0
1
8
年
6
月
1
8
日

大
阪
北
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
M
6
.
1 

最
大
震
度

6
弱
の
大
阪
北
部
地
震
が
発
生
し
た
。
そ
の
当
時
、
洋
子
の
自
宅
と

事
務
所
は
、
震
度
5
弱
を
記
録
。
地
震
発
生
当
日
は
大
阪
府
を
中
心

と
し
た
関
西
地
方
の
多
く
の
交
通
機
関
が
麻
痺
し
多
く
の
帰
宅
困
難

者
が
発
生
。
新
淀
川
大
橋
は
徒
歩
で
帰
宅
す
る
人
で
埋
ま
っ
た
。

　

ま
た
そ
の
約
2
か
月
半
後
の
9
月
4
日
、
台
風
2
1
号
が
関
西

を
直
撃
、
記
録
的
な
暴
風
と
な
っ
た
。
そ
の
日
洋
子
は
尼
崎
市
の

会
社
を
訪
問
し
て
い
た
が
、
様
々
な
も
の
が
空
を
飛
び
か
い
、
建

物
も
大
き
く
揺
れ
、
看
板
が
外
れ
て
大
き
な
窓
ガ
ラ
ス
が
粉
々
に

割
れ
た
。
そ
し
て
、
大
規
模
な
停
電
が
起
こ
る
。
台
風
の
凄
ま
じ

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
通
常
1
5
分
の
尼
崎‐

自
宅
間

の
道
の
り
を
車
で
3
時
間
半
か
け
帰
宅
。
自
宅
周
辺
も
街
灯
も
消

え
て
真
っ
暗
、
自
宅
も
停
電
し
た
ま
ま
で
、
娘
、
萌
々
子
が
暗
が

り
の
中
で
、懐
中
電
灯
を
か
ざ
し
て
、洋
子
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。

「
台
風
2
1
号
の
影
響
で
、
停

電
な
ど
で
お
困
り
の
方
。
ウ
ォ

リ
ス
の
事
務
所
を
無
料
開
放
し

て
い
ま
す
。
J
R
塚
本
駅
近
く

で
す
。
機
器
の
充
電
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
ト
イ
レ

の
利
用
な
ど
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。電
源
・
W
i
-
F
i
・
水
道
・

御
手
洗
の
利
用
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
の
投
稿
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。」

そ
の
投
稿
を
見
た
近
隣
の
方
々

が
連
日
来
ら
れ
て
、
停
電
で
エ

レ
ベ
ー
タ
も
動
か
ず
、
断
水
で

重
た
い
水
を
階
段
で
運
ん
で
い

る
苦
労
な
ど
も
お
聞
き
し
、
都

会
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ

た
と
き
の
大
変
さ
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

看板が外れ、窓ガラスを直撃

街灯も消えて真っ暗な自宅周辺

事務所に集まった、スマホを充電しネットなどを利用する近隣の方々


